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  LC-MS/MS によるヒト血清・尿中のヒヨスチアミンおよびスコポラミンの分析法について検討した．LC 条件は ODS

カラムを用いて移動相に陽イオン分析用イオンペア試薬である IPCC-MS3 を添加し水－メタノール系でグラジエント

分析した．イオン化はエレクトロスプレーイオン化ポジティブモードで行った．試料の前処理には Oasis HLB カートリ

ッジおよび PSA カートリ 

ッジを用いた．血清・尿にヒヨスチアミンおよびスコポラミンを試料中濃度として 0.2 および 10 ng/mL となるように

添加した場合の回収率は 86.0～105%で，検出限界はいずれも 0.02 ng/mL であった．本法を用いてチョウセンアサガオ

の喫食による中毒患者の血清 4 検体および尿 3 検体について分析した結果，血清からヒヨスチアミンおよびスコポラミ

ンが 0.45～3.5 ng/mL，尿から 170～670 ng/mL の範囲ですべての検体から検出された． 

 


